(A)
映画法施行！　黄金時代の終焉
http://www010.upp.so-net.ne.jp/tohoscope/19401945.html
1940年（昭和１５年）。前年のナチスドイツによるポーランド侵攻によりその戦火は欧州全土へと拡大、日独伊三国軍事同盟も締結され国際情勢の緊迫度も世界規模で増していった。

日本でも皇紀2600年に日本中がに沸き、大陸では日中戦争が泥沼化、その戦火は東南アジアまで拡大した。日に日に軍靴の音が大きくなり、日本全体が戦争へと大きく傾いていった時代でもある。当然その影響は映画業界にも重く暗い雲が覆い始めた。そしてその象徴ともいえるのが映画法の施行である。

映画法とは前年1939年の10月に施行された法律で、戦時体制下おける映画業界の協力を強化を目的としていた。映画法の主な内容は　

１．企画・シナリオ・本編の検閲

２．フィルムの配給制

３．電力節約のため毎週木曜日は撮影所停止

４．興業は２時間以内１本立

５．午前中の興業を禁止

など極めて厳しいもの。もちろん映画の企画そのものにも軍部が何かと口を挟んでくるようにもなる。しかし役人や軍人が口を挟んだ映画が面白くなろうはずもなく、映画業界は停滞、日本映画の黄金時代は静かに幕を閉じていった。

戦前「東宝カラー」の集大成誕生す！

しかし、そんな暗い時代でも飛ぶ取り落とす勢いで成長していったモダンな東宝カラーは輝いていた。東宝の基礎を作った山本嘉次郎×エノケンのコンビはその集大成と言うべき作品を発表したのである。タイトルは「エノケンの孫悟空」。当時としては空前のスケールで製作された超大作である。
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「エノケンの孫悟空」(1940年　山本嘉次郎監督)ご存じ「西遊記」を東宝らしくモダンにアレンジ。その突き抜け具合はドリフの「スーパーモンキー孫悟空」に匹敵するものがあった。それにしても替え歌使用曲の著作権料は戦後になってディズニーともめなかったのだろうか？

さて、この「エノケンの孫悟空」。その雰囲気は完全にMGMの「オズの魔法使」（1939年製作）のミュージカル・ファンタジー。ベースになった物語はもちろん有名な「西遊記」だが、東宝らしく実にモダンにアレンジして、とても翌年にアメリカと戦争するなど考えられないような映画なのである。驚くべきはその楽曲の数々！　劇中様々なジャズソングの替え歌が歌われるのだが、もちろん原曲はアメリカ産。中でも「星に願いを」の替え歌が使用されていたのには本当にビックリした。あの曲に「おとぎの国の～夜中は昼間～さあさあみんなで遊ぼ～」という歌詞をつけて歌っているのだ！
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大ステージで撮影された一大ミュージカルシーン！　もうすぐアメリカと戦争が始まるって時代によくぞここまで華やかにというぐらい豪華！評論家には「中身のない映画」とボロクソだったらしいが大衆には大歓迎された。みんな、娯楽に飢えてたんだね。

もちろん「星に願いを」は、有名なディズニー映画「ピノキオ」の主題歌。しかも「ピノキオ」は本国アメリカで同年封切りされたばかりの最新作で、日本で公開されるのは戦後なのにも関わらずである！　インターネットはおろか、衛星中継も、日米をつなぐ国際航空便もなかった時代にどうやってあの曲を知ることが出来たんだろうか？　エノケン恐るべし！　さらに劇中テレビまで登場したのには、開いた口がふさがらない！　テレビの実用化なんてその年から13年後の1953年なんだから！　なんという先取り感！　そう、この進取の気性こそ「東宝カラー」そのものではないか！

「エノケンの孫悟空」が残したもうひとつの遺産　

そして忘れていけないことがひとつ。この「エノケンの孫悟空」は、後の戦中、戦後の東宝の「お家芸」を担い、極めて重要な役割を負うことになるひとりの技術者を有名にした。その人こそ、そう特撮の神様・円谷英二、その人である。

1919年（大正8年）に映画業界に入って以来カメラマンとして名をなしていた円谷英二は、1937年東宝に入社し特殊技術課をひとりで切り盛りし、スクリーンプロセスを中心に着々とその特撮技術の蓄積を続けていた。そしてその才能が本格的に開花したのがこの「エノケンの孫悟空」なのである。当時としては画期的な合成やマットアート、さらにはクライマックスの空中戦でのミニチュア撮影まで、その才能を思う存分発揮した。その技術たるや時代を考えるとマジで驚異的だ！
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ご存じ特撮の神様・円谷英二。ソフトにサングラスがトレードマークだ。他に何も言うこと無し！

まさに「エノケンの孫悟空」は戦前の「東宝カラー」の集大成というべき作品だが、同時に最後の輝きにもなってしまった作品でもある。さらには、この作品のキーパーソン・円谷英二の才能こそが戦時中の東宝の運命を決めてしまうことになるのだ。そんな意味でこの「エノケンの孫悟空」はまさに、あの時代の東宝を象徴する作品と言っていいだろう。

戦争という時代が特撮を求めた！

さて、まさに日本映画界が大転換期を迎えようとしていた1940年は、円谷英二にとっても重要な年でもあった。この年、彼は「エノケンの孫悟空」の他「特殊撮影」として「燃ゆる大空」（阿部豊監督）と「海軍爆撃隊」（木村荘十二監督）にも参加していたのだ。陸軍の依頼を受け製作された「燃ゆる大空」はあくまで実写を中心に撮影したものなので、特撮も補助的な役割を負ったにしかすぎないが、海軍の依頼を受けて製作された「海軍爆撃隊」は特撮史に残る作品となった。この作品に登場する航空機はそのほとんどがミニチュア撮影。不時着シーンなど、実写では撮影不可能なシーンを数多く提供し、日本カメラマン協会賞も受賞することとなった。

「海軍爆撃隊」（木村荘十二監督）実写では撮影不可能のシーンを特撮で再現！　そのリアルなかっこよさは当時の軍国少年たちを熱狂させた！円谷はこの作品と「孫悟空」で一躍有名人となってしまった。

その結果、彼はこの年に製作された3本の作品により「東宝に円谷あり」と、広く知られるようになったと同時に、これらの作品は、軍部と東宝のつながりを決定的に強めてゆく結果となる…
(B)

http://www010.upp.so-net.ne.jp/tohoscope/kenbunroku.html
つまり、まとめていうと「明るく楽しく」をモットーに都会的でスマートでバラエティ豊かなアメリカ風エンタテインメント。それが「東宝カラー」であり、東宝の魅力なのだっ！　と、そんなとこ。
しかし、まことに残念なことにその「東宝カラー」という作風は、現在には残っていない…。
(C)

http://www.shogakukan.co.jp/jinbocho-theater/calendar/tokushu17.html

細雪」　監督：市川崑　昭和58年　東宝／カラー
(D)

www.uplink.co.jp/x/log/001368.php
『女体渦巻島』(1960 新東宝 カラー シネスコ 76分) 原作/脚本：岡戸利秋 脚本：石井輝男 音楽：渡辺宙明出演：吉田輝雄/三原葉子/万里昌代/天知茂/大友純
(E)

http://www.japanesegiants.com/honda/works/196408-dogora/196408-dogora.shtml
Space Monster Dogora
Toho／Color・ TohoScope／89 min. Released August 11, 1964. Producer, Tomoyuki Tanaka. Director, Ishiro Hond. Screenplay, Shinichi Sekizawa

(F)

Along the way, I tripped over this site, which you may already know about:

http://www.japanesegiants.com/
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